





































電波と音波を組み合わせて上空の大気温度を観測する技術であるRASS（Radio Acoustic Sounding 
System）の開発も行っています。開発した観測技術を実際の大気レーダーシステムに応用し、気象擾
乱の観測を行っています。また、パラメトリックスピーカーを応用した、低騒音型のRASS システムの
開発も行っています。
赤道域下層大気の観測
赤道域では強い太陽放射加熱により積雲対流が活発に励起されており、それらが駆動・励起する循環
や波動によってエネルギーが地球大気全体に運ばれています。特にインドネシア域は積雲対流活動の最
も活発な地域であり、かつ大きな年々変動を生み出しており、地球環境変化に大きな影響を与えていま
す。西スマトラ州において、赤道大気レーダーを中心とした観測研究を行っています。赤道大気レーダー
による空間領域イメージング観測の実現のため、ソフトウェア無線機を応用して、大気レーダー用受信
機の開発も行っています。
赤道大気レーダー（インドネシア西スマトラ州）
